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■公共イメージの観点からの奉仕活動

2017年4月号コーディネーターニュースへ、
私は「ロータリーを正しく伝える為に、
先ずはロータリーの目的を分かり易く伝えるべき」と
記載しました。
「ロータリーの目的」を分かり易く表すと

１．知り合いを広め奉仕の機会とする
⇒新しい仲間を増やして共に奉仕活動をしよう。

２．職業上の高い倫理を保ち、各自の職業を高潔なものにする。
⇒自分の職業をもっと磨きましょう。自分の職業を磨くには、先ずは自分を磨く必要が有ります。つまり自分と自分の

職業を磨きましょう。
⇒昨今は、職業奉仕について触れる機会が少なくなりました。

「職業奉仕云々より、会員増強と寄付を多くしよう」と声高に仰る方も居ますが、私は「会員は自分の基盤である
職業をしっかり磨く事がまず大切で、その上に社会奉仕や国際奉仕が有る」事が望ましいと考えています。

３．社会生活に於いて奉仕の理念を実行する
⇒地域社会に於いて、自分個人やクラブが地域に必要な事で周囲（自治体や他の団体）が手を差し伸べていない

事業を探し、実行する事と考えます。
〇永年に亘って実績を重ねてきた社会奉仕も、たまには見直ししたら如何でしょうか？
⇒始めた時には地域で必要な事で周囲が手を差し伸べていなかった。しかし今では社会情勢が変わり、あまり必要で

は無くなった、或は周囲も熱心に行っているような場合には、ロータリーは一歩下がって、別の案件を探してみる事も
必要と考えます。

⇒逆に、もっと大々的に続ける必要があるのに、ロータリーだけでは成し遂げる事が出来ない大きな事業になる場合に
は、他の団体と共同で奉仕する事も考えてみましょう。
共同して仕事すると、相手団体の方々にロータリーの事をよく理解して頂けるでしょう。

４．ロータリーのネットワークを通じて、国際理解・親善・平和を推進する
⇒これは言葉の通りですが、今はポリオ撲滅に全力投球。この事をもっとアピールしましょう。
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Zones 1 & 2 & 3

■ロータリーの創立記念日に因んで

2月はロータリークラブにとって創立記念の月でありました。今年で１１３周年を迎えることとなりました。
さて、創立記念日とは、創立者の思いを再認識するとともに、今日までの変遷に思いを馳せ、また今後のことを考える
機会でもあります。私の地区で、２月２３日に必ずIMを行う分区があります。実にロータリーらしい企画だと思っておりま
す。クラブを支えている会員が、創設者の思いを一年に一度、お互いに認識する場を必ず設けているということで、とり
わけ、新入会員にとっては絶好の機会であり、ロータリーのＤＮＡを継承していく営みであるとも言えます。
そして、これから地区大会が開催される地区、ロータリーの１年の締めくくりの国際ロータリー年次大会トロント大会の開
催も間近です。地区大会は、ガバナーがRI会長のメッセージを伝える重要な場でありますし、地区の会員が一堂に集ま
り、各クラブが取り組んでいることを発表し、評価し合う場でもあり、そして研修の場でもありますので積極的に参加して
ください。国際ロータリー年次大会にも積極的に参加ください。得るものは大きいです。

今日はロータリーの組織以外でも会員との交流や研修、
奉仕に取り組んでいる組織が沢山あります。そうした中で
ロータリーに更なる興味を持って頂くためには、会員はもとより
会員予定者にも声を大にして伝えていく義務があると思います。
その為には、価値ある例会、地区大会、IM、RLI等の研修に
積極的に参加することが必須となります。
最初からロータリーを知り尽くしている方などおりません。
だからこそ是非「My ROTARY」を活用し、誰もがロータリーの
知識者になっていただきたいと切に願っております。
また、ゾーンごとにロータリーコーディネーターがおりますので、
是非ともご活用ください。
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